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研究成果の概要（和文）：本研究により、非高齢者や糖尿病・慢性腎障害患者、心筋梗塞既往患

者において降圧目標の達成率が低率であることが明らかになった。降圧目標の達成状況には生

活習慣が有意に関連しており、良好な血圧を維持する上で適切な生活習慣指導は重要と考えら

れた。また、今後縦断データの分析により降圧状況と生活習慣の因果関係を明らかにしさらに

治療中断者の背景を検討する。 

 

研究成果の概要（英文）：The study revealed low achievement rates toward treatment goals, 

especially non-elderly patients without diabetes mellitus or chronic kidney disease, and 

patients with these diseases or had myocardial infarction. Our data indicated the 

necessity to modify their lifestyles to maintain goal blood pressure levels. I will 

clarify an association between the achievement rates and lifestyles, and estimate the 

characteristics of cessation of the therapy. 
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１．研究開始当初の背景 

高血圧は、日本で 4000 万人を超す有病者
がいる代表的な生活習慣病であり、脳卒中や
心疾患などの循環器疾患の重要な危険因子
である。日本では、日常診療における高血圧
診療の指針となる「高血圧治療ガイドライン
2009（日本高血圧学会発行）」が作成され、
個々の高血圧患者が有する循環器疾患の危

険因子を十分に考慮した降圧目標を提案し
ており、高血圧診療におけるきめ細かい指針
を提示している。しかし、このガイドライン
に基づいた降圧目標の達成率を評価した少
数の報告では、達成率は半分以下であり、日
常臨床において良好な血圧コントロールが
達成されているとは言いがたいのが現状で
ある。したがって、効果的な高血圧診療を達
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成する必要があり、そのためには従来の支援
に新たな要素を加味したより効果的な支援
のあり方が求められている。 

 

２．研究の目的 

降圧達成率の向上と治療中断が少なく効果
的な高血圧診療への提言のために、以下の点
を明らかにすることを目的としている；①高
血圧治療ガイドラインに基づく達成状況と
その変化と長期予後を評価する。②患者・医
師の意識を含め幅広く調査項目を評価し、降
圧達成状況の関連要因を検討する。 
 

３．研究の方法 

研究協力者の外来に通院している 1627 名
の高血圧患者を対象とした。2008 年９月に実
施したベースライン調査では、該当する高血
圧患者に文書を用いて本研究への参加を依
頼し、同意が得られた患者に対し患者用調査
票の記入を求めた。担当医師は、これら同意
が得られた患者の情報を診療録から医師用
調査票に転記した。以後６ヶ月ごとに計４回
の追跡調査（2009年３月および９月、2010
年３月および９月）を実施し、追跡調査では
担当医師が診療録から追跡調査票へ必要事
項の転機を依頼した。 
 

【調査項目】 
『医師用調査票』 
基本情報；性別、年齢、体格指数(BMI)、ウ
エスト径、既往歴、家族歴、嗜好歴 
高血圧関連項目；収縮期血圧および拡張期
血圧、高血圧治療内容、家庭血圧測定指導
の有無 
合併疾患；糖尿病関連項目、脂質関連項目 
高血圧診療関連項目 
『患者用調査票』 
精神的な健康状態[WHO(Five) Well-Being 
Index(1998version)] 
生活習慣関連項目（Breslow の７つの健康
習慣） 
服薬の遵守状況や血圧コントロールの認識 
『追跡調査票』 
通院の有無 （通院していない場合の理由
（治療中断、転居・転移、入院・入所、死
亡、その他)）、収縮期血圧および拡張期血
圧、処方薬の変更の有無と変更内容 
 

４．研究成果 
調査対象者の中で 363名がアンケート調査

未実施により除外され、1,264 名を初回調査
の分析対象とした。初回調査時の年齢の中央
値は 74 歳（26, 94）、男性の割合は 41.1%で
あった。また、27.4%が糖尿病を、42.2%が脂
質代謝異常を合併していた。収縮期及び拡張
期血圧の中央値は，132 mmHg 及び 74 mmHg で
あった．JSH2009 に基づき降圧目標別に４グ

ループ（「糖尿病及び腎障害を合併しない若
年・中年者（65 歳未満）」，「糖尿病及び腎障
害を合併しない高齢者（65 歳以上）」、「糖尿
病、腎障害患者あるいは心筋梗塞後患者」、
「脳血管障害患者」）に分類し初回調査時の
降圧目標達成状況を算出したところ、それぞ
れ 21.7%、68.2%、37.4%及び 71.4%であった。 
 男性において、降圧目標未達成の関連要因
は多変量解析により、体格指数（BMI 18.5 以
下あるいは 25 以上）[odds ratio (OR)=1.8]、
治療期間（11 年以上）(OR=0.6)、喫煙あり
(OR=1.8)、間食あり(OR=0.6)であった。さら
に、ブレスローの７つの健康習慣の合計得点
を用いたモデルでは、治療期間（11 年以上）
(OR=0.6)、健康習慣 4-5 点  (OR=0.6)、
(6-7)(OR=0.4)が有意であった。 
 女性における降圧目標未達成の有意な関
連要因は、体格指数（BMI 18.5 以下あるいは
25 以上） (OR)=1.5、糖尿病の家族歴あり
(OR=0.6)であった。ブレスローの７つの健康
習慣の合計得点を用いたモデルでは、糖尿病
の家族歴あり(OR=0.6)、健康習慣合計得点
(4-5) (OR=0.4)、(6-7)(OR=0.3)が有意であ
った。 
 自己の血圧コントロールの自己評価では、
1,166 名(92.2%)が「血圧コントロールは良
好」という認識を有していたが、その 47.5%
は降圧目標未達成であった。 
 健康習慣合計得点と降圧目標達成状況の
検討では、合計得点が多いほど達成率は良好
であった（合計得点 0~3 点 ;36.8%、4~5
点;53.2%、6~7点;61.0%）。 
 本研究は、地域で高血圧患者の降圧達成状
況を生活習慣に注目して評価した最初の報
告と考える。本研究結果から、飲酒・喫煙・ 
睡眠に関しては良好な生活習慣を有してい
たが、運動習慣や体重維持に関しては半数前
後に留まっていた。また、若年者・中年者糖
尿病患者・腎障害患者および心筋梗塞後患者
における降圧目標達成状況が不良であるこ
とが明らかになった。健康な生活習慣は、降
圧目標未達成の予防因子であることから、高
血圧治療ガイドラインに基づく生活習慣の
是正は高血圧治療を進める上で重要な要素
であると考えられる。 
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